
　ごみの分別が、正しくできているか
確認してみましょう。
　正しく分別されていないごみは回収
できません。より良い環境づくりのため、
甘楽町のルールに従った分別にご協力
をお願いします。

燃やせるごみ

きちんと分別できていますか？きちんと分別できていますか？

・ゴム　・布　・履物類　・小枝、草
・台所ごみ（料理くず、ラップなど）　・革製品
・汚れが落ちないトレイなどの食品容器類
・リサイクルできない紙など

　  プラマークのあるプラスチック
製容器包装類を入れてください

燃やせるごみ袋

燃やせるごみに
缶・びんなどが混入

燃やせないごみ燃やせないごみ袋袋 プラスチック製
容器包装専用袋

プラマークのついていない
プラスチック製品が混入

燃やせないごみに
缶・びんが混入

プラスチック製容器包装類

～ 分別されていないごみの代表例 ～

vol.172 ■ 問合せ先　住民課環境係 ☎64-8315

環 境 保 健 協 会 か ら の お 知 ら せ

飲み物・酒類などで
　  マークのあるペットボトル

ペットボトル

プラスチック製容器包装類

・スナック菓子の袋
・カップ類の容器
・トレイ類

缶・びん・新聞・
雑誌などは混ぜな
いでね！

可燃可燃

汚れている物は洗ってから
出してね。プラマークのな
いプラスチック製品やペッ
トボトルは入れないで！

プラプラ
専用専用

指定の袋はありません。
透明または半透明の袋に入れてください。

軽くすすぎ、汚れを
取り除く

キャップとラベルは
へ

詳しい分別は、町ホームページをご覧ください▶

プラプラ
専用専用

① ②
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善意に深く感謝し、広く皆さんにお知らせします。

（2月14日入金確認まで。公表希望のみ掲載）
企　業　名 金　額

ファームランド株式会社（前橋市) 800,000

企業版ふるさと納税
甘楽の天然水商品化プロジェクト

森
平
町
長
に
目
録
を
手
渡
す

フ
ァ
ー
ム
ラ
ン
ド（
株
）再
エ
ネ

事
業
部
の
中
山
課
長（
右
）

り
ら
き

甘
楽
人

― 

こ
の
地
で
輝
く 

―

ななつや COFFEE

　折茂　雄介さん

か
ん
ら
び
と

　　　　　コーヒー

つながりを育み、
リラックスできる空間の共有を

　

県
道
か
ら
楽
山
園
に
向
か
う

途
中
の
左
側
に
昨
年
１
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
の
が「
な
な
つ
や

C
O
F
F
E
E
」。
扉
を
開
け
る

と
出
迎
え
て
く
れ
る
の
は
、
オ
ー

ナ
ー
の
折
茂
雄
介
さ
ん
。
店
頭
で

注
文
を
し
て
か
ら
席
に
着
く
と
、

コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
と
心
地
良
い
音

楽
の
調
べ
と
と
も
に
ゆ
っ
た
り
と

し
た
時
間
が
流
れ
ま
す
。

　
折
茂
さ
ん
は
10
代
の
頃
、
事
故

に
遭
い
、
高
次
脳
機
能
障
害
と
診

断
さ
れ
生
活
が
一
変
。
新
し
い
こ

と
を
覚
え
る
の
が
困
難
に
な
り
、

急
な
体
調
不
良
に
襲
わ
れ
る
こ
と

も
。
専
門
学
校
を
卒
業
後
、
介
護

施
設
や
企
業
な
ど
複
数
の
職
場
で

働
い
て
き
ま
し
た
が
、「
外
見
か
ら

は
分
か
り
に
く
い
障
が
い
の
た
め
、

周
囲
の
理
解
を
得
ら
れ
ず
仕
事
の

ペ
ー
ス
に
つ
い
て
い
く
の
が
難
し

い
こ
と
も
あ
り
、
落
ち
込
む
こ
と

も
あ
っ
た
」と
心
情
を
吐
露
。

　
そ
ん
な
中
で
も
日
記
や
メ
モ
を

習
慣
化
す
る
な
ど
の
工
夫
も
重

ね
、「
資
格
を
取
得
で
き
た
職
場
、

接
客
を
学
べ
た
職
場
、
自
分
の
特

性
を
理
解
し
て
く
れ
、
社
会
の
一

員
と
し
て
働
け
る
と
い
う
自
信
に

つ
な
が
っ
た
職
場
も
あ
り
ま
し

た
」と
話
し
、
そ
の
経
験
の
一
つ

一
つ
が
今
に
つ
な
が
り「
周
囲
の

支
え
に
感
謝
し
て
い
る
」と
笑
顔

で
振
り
返
り
ま
す
。

　

お
店
は「
新
し
い
挑
戦
を
し
た

い
。
自
分
の
ペ
ー
ス
で
働
け
る
場

所
を
自
分
で
作
り
た
い
」と
、
リ

ハ
ビ
リ
に
通
う
途
中
に
立
ち
寄
っ

て
い
た
カ
フ
ェ
の
よ
う
に
非
日
常

を
味
わ
え
る
店
に
し
た
い
と
開

業
。
コ
ー
ヒ
ー
は
落
と
し
方
な
ど

を
研
究
し
、
自
家
製
ケ
ー
キ
や
ソ

フ
ト
ド
リ
ン
ク
も
提
供
し
て
い
ま

す
。「
今
は
気
持
ち
も
楽
に
な
り
、

体
調
も
安
定
し
て
い
る
」と
言
い
、

自
身
の
働
き
や
す
い
空
間
を
お
客

さ
ん
と
共
有
す
る
こ
と
が
居
心
地

の
良
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
持
つ
折

茂
さ
ん
は「
さ
ま
ざ
ま
な
障
が
い

を
持
つ
人
が
外
に
出
る
き
っ
か
け

の
一
つ
に
こ
の
お
店
が
な
る
と
い

い
で
す
ね
」と
話
し
、
人
と
の
つ

な
が
り
を
育
み
、
日
常
を
離
れ
リ

ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
時
間
の
提
供
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
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加入種別 対象者 届出が必要な場合 届出先

第１号
被保険者

農業者、自営
業者、学生、
無職の人など

厚生年金に加入していた人が
退職したとき（扶養されてい
た配偶者含む）

町住民課
住民係へ
届け出

第２号
被保険者

会社員など厚
生年金に加入
している人

第１号被保険者または第３号
被保険者が就職して厚生年金
に加入したとき

本人の勤め先
および住民係
へ届け出

第３号
被保険者

第２号被保険
者に扶養され
ている配偶者

20歳以上の人で厚生年金に
加入している配偶者に扶養さ
れるようになったとき

配偶者の勤め
先へ届け出

年
金
の
届
出
が
必
要
な
と
き

年
金
の
届
出
が
必
要
な
と
き

　
国
民
年
金
に
は
、
職
業
な
ど
に
よ
っ

て
３
つ
の
被
保
険
者
の
種
別
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
加
入
手
続
き
が
違
い
ま
す
。

　
被
保
険
者
の
種
別
が
変
わ
っ
た
と
き

は
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ  

■ 

住
民
課
住
民
係
☎

（64）
８
３
１
４

　
老
齢
基
礎
年
金
を
満
額
3

3

受
け
取

る
た
め
に
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
40
年
間
保
険
料
を
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
納
付
済
期
間

が
40
年
間
に
満
た
な
い
場
合
は
、

60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
、

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
、
保
険

料
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

資
格
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
の
納

付
済
期
間
と
免
除
期
間
な
ど
を
合

わ
せ
て
10
年
以
上
の
期
間
が
必
要

で
す
が
、
こ
の
要
件
を
満
た
し
て

い
な
い
場
合
も
70
歳
に
な
る
ま
で

任
意
加
入
で
き
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
外
国
に
居
住
す
る

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
日
本
人
も

任
意
加
入
で
き
ま
す
。

■  

問
い
合
わ
せ

　

 

高
崎
年
金
事
務
所

　

 

☎
０
２
７（
３
２
２
）４
２
９
９

「
任
意
加
入
制
度
」の
ご
案
内

はじめてのはじめての手話手話

右手の手のひらを前に向けて、左右に
軽く振り、「バイバイ」の動作を行う

みんなで
知ろう！

「さようなら」編（最終回）

※�予約は利用日の２日前から、利用したい便の１時間前
までです。（午前８時・９時便の予約は前日まで）

　デマンドタクシー「愛のりくん」は、利用者から
の電話予約を受けて、運行時刻表に基づいた時間
（８時便の場合は８時）に車両が待機所を出発しま
す。「愛のりくん」は、自宅など利用者が指定した場
所まで迎えに行き、複数の利用者を巡回し乗り合
わせて目的地まで運行するシステムです。
　利用には事前登録・予約が必要です。下記まで
お電話ください。

0120－74－0013
受付時間 午前８時～午後６時

フリーダイヤル
電話・FAX

乗車１回あたり大人300円、
中学生以下100円
※未就学児無料。障害者
手帳所持者100円（付添人
200円）

料　金

デマンドタクシーデマンドタクシー

さようなら

６６

便利な
移動手段
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　甘楽中PTAでは例年開催してい
たバザーが休止となり、今年度は甘
楽中オリジナルチャリティーグッズ

の制作販売をしました。デザインを生徒から募
集したところ、数多くの工夫されたデザインが
集まり、子どもたちの発想の豊かさに驚かされ
ました。販売においても生徒、保護者、先生方
の協力があり多くの方々にグッズを届けること
ができました。収益金の一部は災害義援金とし
て寄付をした上で、卒業式と入学式で写真撮影
の背景として使える幕の購入もできました。あ
りがとうございました。

　今年度ＰＴＡ本部役員を務めさせ
ていただき、児童と触れ合う機会を
いただきました。集団回収や奉仕

作業では一生懸命作業し、保健委員会のディス
カッションでは豊かな発想で取り組み、運動会
では真剣なまなざしと楽しそうな笑顔に触れ、
とても楽しく過ごさせていただきました。また、
本部役員や他の役員の方々・教職員や教育に関
わる多くの方とも知り合うことができたと共に、
いろいろと勉強させていただきました。１年間
とても貴重な体験をさせていただき、ありがと
うございました。

　PTA活動を通じて、子どもたちの
成長を間近で感じ新たな一面に出会
い、共に楽しむことができました。

また先生方と連携して一緒に行事を作り上げ、
日常の学校生活を支える中で先生方の情熱に触
れることができ、教育現場の課題や工夫を学び
私たちの視野も広がりました。親としてだけで
なく、本部役員として子どもたちを支え、先生
方と共に未来を育むこの活動は充実感をもたら
してくれるかけがえのない経験になりました。
１年間本当にありがとうございました。

甘楽町　　　　　 　連合会 活動報告甘楽町　　　　　 　連合会 活動報告

　小幡小PTAでは、夏休みに防災
教室を開催し、起震車体験や防災ク
イズ、ダンボールルームの作成、防

災食調理から試食を親子で体験しました。おか
げさまで充実した内容となりました。
　９月には本部役員が切り出した竹を使い「竹
ランタン作り」を開催し、作成した竹ランタン
を楽山園のお月見会で展示させていただきまし
た。実際に火を灯すととてもきれいでした。
　保護者の皆さま、先生方、多くの方々のご協
力の下、親子で充実した１年となりました。本
当にありがとうございました。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
グ
ッ
ズ
販
売

学
校
保
健
委
員
会

環
境
整
備
作
業

竹
ラ
ン
タ
ン
作
り

PTA活動を広く町民の
皆さんに知っていただ
くため、各校の１年間
の取り組みを紹介

甘楽中甘楽中

福島小福島小 新屋小新屋小

小幡小小幡小

P T A
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